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異 な る背景色に おけ る ス ズ キ の ル ア ー 色の 選択
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　　Influence　of　background　color 　in　color 　choice 　of　the　Japanese　sea 　bass　was 　studled 　in　an 　experimental 　tank．
White，　red ，　green　and 　blue　were 　used 　fQr　the　background　color 　of 　the　tank，　and 且ve 　colors 　of　lure（white ，

　red
，

green ，　blue　and 　transparent ）were 　thrown 　into　the　tank 　and 　the　response 　behavior　to　the　lures　by　the 五sh 　was

videotaped 　and 　analyzed ，　The 丘sh　exhibited　the　highest　bite　frequency　on 　the　green　lure　in　the　white 　backgroulld，
and 　the　white 　and 　transparent 弖ures 　in　the　red 　and 　blue　backgrounds．　Thus，　the 且sh 　chose 　the　most 　visible 　lures　in
the　respective 　background　color ．　The　highly　frequent　bites　to　the　transparent 　lure　were 　probably　attributed 　to　the
hue 　feeding 　history　of　the　animal 　which 　is　related 　to　the　past　experience 　of　eating 　transparent　fish　and 　crustacean

larvae．
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　漁具 の色 に よ っ て漁獲 が異 な る こ とは経 験的 に 良 く知

られ て お り，宮本
1）お よ び宮本，ig田 2・3〕は 桝網 の嚢網

で ， 小池
4，5｝は サ ケ マ ス 流 し網 お よび桝網 の 袋網 で，檜

山 ら6〕は 沈垣 網 で ，坂 詰，金 盛
7：は 潜航板 に つ い て 色 に

よ っ て 漁 獲が 異 な っ た試 験結果 を 報告 し て い る。また ，
Kawamura θ’覘 8〕は 集魚装 置 （FAD ） の 色 に よ一

〕 て 集

魚効果が 異 な り，青や 緑 の 集 魚 装 置 が 効 果 的 で あ る と述

べ て い る。こ れ ら の こ とは 漁 具 の 色 に よ っ て 魚 の 反 応 行

動が 異 な る こ とを 意味 し て い る が ，試験結果 は 魚 に 色 覚

が あ る こ とや 色 嗜好 性 を もつ こ とを 示 す もの で は な い 。

例 えば，曳縄試験で は 潜航板の 色に よ っ て 顕著に 釣果が

変 わ っ た が ，釣 獲 魚 の 97％ を 占め た マ ル ソ
ーダ Auxts

rochei は 色盲 で あ る。9｝ ま た，色 に 対 す る 反 応 行動 を 調

べ る 実験で は，供試魚は 色覚を もつ 魚で な け れ ば な らな

い が ， 供試魚 の 色覚 を 確認 し て い な い 報告 も み ら れ

る 。

10｝さ らに ，魚の 反応行動 が 色 に よ っ て 顕著 に 異な っ

て も，それ は普 遍 的 な行 動 であ る とは必 ず し もい え ない 。
Ginetz　and 　Larkinii）が こニ ジマ ス Oncorhynchus　myleiss を

使 っ て 行 っ た 着色死卵を捕食さ せ る実験 で は，選択 さ れ

る 卵 の 色 が 水路底 面 の 背景色に よ っ て 異 な り，背景色 と

の コ ン トラ ス トが大 き く見え や す い 色 の 卵が選択さ れ た

とい う結果 にな っ た。従 っ て，魚の 色 選 択 性 をみ る 実験

は ，背景 色 を 考慮 し な け れば な らな い こ とに な る 。

一

方，こ の ニ ジ マ ス の 実験 で は ，ニ ジ マ ス は 色 覚 を も

つ
t2）

の で 供 試 魚 と し て は 問題な い が ，着色 に 用 い た 食

品 用 色 素 は味 覚物 質 で あ るの で ，13〕味刺激効果を 無視 で

き な と い う問 題 が 残 る。同 じ問 題 が 伊 奈 ら 14〕の マ ダ イ

Pagrns　major を 用 い た 摂餌実験 で も指 摘 さ れ る 。 彼 ら

は 食 品 用 色 素で 様 々 な 色 に 着色 し た crStarch を マ ダ イ

に 摂餌 させ た 水槽実験結果 か ら，マ ダイは赤 い 餌を 嗜好

す る と結 論 して い るが，使用 した 食品用色素 の 味刺激 と

背景色の 影響 は考慮され て い な い 。

　本研究で は，魚の 餌の 色選 択 が 背景 色 の 違 い に よ っ て

どの よ うに 変化す る の か を知 る こ とを 目的 と した。そ こ

で 本 実験 で は ， 餌 と して 化学刺激を排除 した 擬餌 を 用

い ，供 試 魚 に は専 ら視 覚 に 頼 っ た行動 を し，尚且 つ 色覚

を 有 す る ス ズキ LateolabraX／
’
aPoniCt ｛si5・i6〕を 用 い た。本

実験結果 よ り，背景色に 応 じた ．普遍 的 に 魚の 摂 餌 行動

を誘発 す る擬餌色 を特定 出来 る な ら ば，そ れ を漁 具 の 色

や養殖環境 の 色 な どに 応 用 す る こ と に よ っ て 集魚，漁 獲

効 率 の 向上 や，成 長 率，歩 留 ま りの 向 上 な ど水産分野 に

お け る 各方面 で の活 用 が 期 待 され る。

＊ Tel ： ＋ 81−99−286−4242，　 Fax ： ＋ 81−99−286−4242，　 E−mail ：okamoto ＠fish．kagoshima−u ，ac ．jp
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実 験 方 法

　供試魚 は，鹿児島県加 世 田市 を流れ る 万 瀬川 に お い て

擬餌 釣 りで捕 獲 した ス ズ キ （体長 16．4〜20．7cm ，体重

85〜165g ） 10尾で ある。こ れ らを 鹿児島大 学水産学 部

附 属水 産実験所の 屋外 コ ン ク リ
ート水 槽 （180cmx138

cm × 161　cm ）に 放養 し，10 日間 冷凍 オ キ ア ミで 餌付 け

し，水面 に投与 した餌 を素早 く捕食 す る よ うに な っ た個

体 を行動 実験 に供 した。

　行動実験 に 用い た 屋根付屋外 コ ン ク リート水槽 （180

cm 　x 　276　cm × 161　cm ，水深 70　cm ）内 に は，上 側 が 開

い た ビ ニ
ー

ル シ
ート製 の 箱 型 の

“

囲 い
”

（120cmx150

cm × 90　cm ） を設 置 し，ビ ニ
ー

ル シ
ー

トの 色 （白，赤，

緑 ，青 ） を 背 景 色 と して ，供 試魚の 摂餌行動 を 観察 し

た 。 投与した 擬餌 に 対 す る 魚の 行動記録 を，囲 い の 片面

に設 け た 45cm × 45　cm の 硬質透 明塩 化 ビ ニ ー
ル 板 の 窓

を通 して ，定位置 に 固定 され た 水中ビ デ オ カ メ ラ （日立

造船 ，
Eye−Bal1）で 撮影 記録 し，後 の解析 に 供 した 。ま

た，水 中 の 様子 は 外部接続 したモ ニ タ
ー

よ り リ ア ル タ イ

ム で 観察で きた （Fig，1）。

　用 い た 擬餌は電気絶縁用ポ リ塩化 ビ ニ ル 粘着 テ
ープ

（日東電工 製）を 丸 め て 長 さ 19mm ，直 径 4mm の ペ レ

ッ ト状 に した もの で ，白，赤，緑，青の 4 色お よび透

明 の 5 種 類 を 用 い た。

　 擬餌素材お よび背景素材の 反射 ス ペ ク トル を 分光光 度

計 （島津製作所，uv −200s）で 測定 した （Figs．2，3）。

測 定 は 各素材 の 白を 基準 （100％） と した 。 また ，擬 餌

素材 と背景素材 の そ れ ぞ れ に つ い て 輝 度 測 定 （Minolta，

nt −1！3
°
で 測 定 ） を 行 い ，そ れ ら の コ ン トラ ス トを 求 め

た （Table　1）。コ ソ トラ ス ト （C ）は 擬餌の 輝度 （Lt）

と背景の 輝度 （Lb） よ り次式
17〕で 定 義 され る、

　　 C＝IL厂 L，1／L ，

　 な お，透明擬餌素材は 光を す べ て 透 過 して しま い ，反

射 ス ペ ク トル は 得 られ ず，輝度 も測 定 で きな か っ た。

　 行 動 実験 前 日 に供試魚 10尾 を 囲 い 内に無給餌放養 し

Fig．1．　1弖1ustration　of　experimental 　setup ・

て お き，翌 朝 よ り行 動 実 験 を開始 した 。各色 5個 ず つ

計 25 個 の 擬 餌 を よ く混 ぜ て 同時 に 水 面投 入 し，全 て の

擬 餌 が 水 底 に達 した 後 に 回 収 し，30分 以 Eの 時 間 を お

い て 次 の 擬餌投与 を行 っ た 。 各 背 景 色 に つ い て 20 回 の

繰返 しを 行い ，ビ デ オ 記 録 よ り魚 の 食付 き頻度 を 擬餌の
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　 vinyl 　sheets 　used 　for　the　background 　medium ．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス ズ キ の ル ア
ー

色の選 択　　　　　　　　　　　　　　　　　451

　　　　　　　　　　Table
　1．　 Contrast　between　the　 cQlored 　lures　and 　the　　　　 色毎 に計数 した。こ こ で は ，食付 きを以 下 の よ うに 定義

　　　　　　　　　　　　　
c°1°「ed

　
backg「°un “r　 　 −．　 　 　 　 　 した 。

　　　　　　　　　Background　　　　　　．、．．−
Lu「e

　
color 　　　　　　　　　　1） 魚 が 擬 餌 に 突 進 し て 吻 端 で 触 れ た 場 合 （完 全 な

　　　　　　　　　　　　
colo 「

　　　 White 　　Red 　　Green　　EliU；
一

　　　　　食付 き，　complete 　bite）

　　　　　　　　　　　White　　　　 O．03　　 0．78　　 0．88　　 0．92　　　　 2） 魚 が擬餌 に 突 進 し た が 吻 端 で 触 れ る 直前で 停止

　　　　　　　　　　　
Red

　　　　 3．26　　 0．03　　 0．47 　　 0，65　　　　　 あ るい は方向転換 した 場合 （直前 回避 ，　incomplete
　　　　　　　　　　　Green　　　　　　6，87　　　0．79　　　 0．03　　　　0，36　　　　　　　　bite）

　　　　　　　　　　　
Blue

　　　　
10’37

　　
1’59

−．　　
O’41

　　
0’07

　　　　　20 回 の 試行後 に 背 景 色 の 交換 を 行 っ た。交換時 は 供

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試魚を 別の タン ク に移 し，
“

囲 い
”

を 水槽 よ り出 して，

　　　　　　　　　　Table　2．　Details　of　each 　trial　for　the　frequency　of　bites　per　color 　of　lure　by　the　Japanese　sea 　bass　against 　different　colored 　back−
　　　　　　　　　　　　　grounds

Background
　　 color

Lurecolor Repetition

ユ　　2　 3　 4　 5　　6　 7　 8　 9　 10　 11　 12　 13　 14　 15　 16　 17　 18　 19　 20　Total

White

Transp．
WhiteRedGreenBlue

211422
厂
03001

12112Q11411319

印
0

2415013120110

ρ
00

09

α
111

03140 210301002122012 2122111002 1100030001110302104211021 64

可
つ
ρ

97

23141

Complete　bites 8　　14　　5　　7　　5　　11　　6　　6　　7　　5　　5　　3　　6　　4　　8　　0　　 1　　5　　9　　4　　119

Incomplete　bites ・ … 　 2112 ・ ・ 11 ・ 5
−

i
』』．．．

・ 23 。 。 12 。

Total　　　　　 10　14　7　7　7　12　 7　8　8　　5　　6　　4　　7　　4　　8　　2　　4　　5　　9　　5　　139

Red

Transp ，
WhiteRedGreenBlue

4140121000412012121043001140002

ユ

000

300002

ワ臼
001

3100014

‘
0

ー

ワ】

−

1113

5200232002 432014
尸
0110

211110
尸
DO

ユ

0

1100330011 19379尸
D31

　

1

Complete　bites 10 　15284213 　1 　666 　7 　8 　8 　5 　4 　3 　5 　95

Incomplete　bites 0　　 210

　　 3340

　1122 　3 　2 　ユ 　1 　2 　2 　3 　1 　2 　2 　0 　34

Total 8　　6　　8　　5　　3　　3　　5　　4　　8　　7　　7　　9　　10　　11　　 6　　6　　5　　5　　129

Green

Transp，
WhiteRedGreenBlue

12

ー

ワ臼
4

131220022401211111011001122021 101210
「
δ

200

13111

　

4

010141110101021 9臼
ワ臼
140

11002 0
ワ臼
110

30110162211321110

ユ

21

8207713222

Complete　bites 8 　5744 　3644 623384486497

Incomplete　bites 2 　41100111 　3 　02 　1 　1 　1 　0 　1 　4 　2 　1 　27

Tota1 10985437557644494
广
22020

．
6

5　　12　　 8　　 5　　124

Blue

Transp．
WhiteRedGreenBlue

7103022

ワ凵
31

01110321011322011210ー

ユ

312

3404001101001212−

QO20

2324119

臼
000

2252022220 11200012014220111100 「031593q
り
3

ワ》

Complete　bltes 7907637704021295 3　　4　　6　　2　　 99

Incomplete　bites 4 　1302 　21232
．
ρ
り

3　　 1　　 0　　 2　　 3　　 0　　 1　　 0　　3　　 1　　　34

Total 1110378 　5893 331211864493133

Vertieal　dot　lines　in　the 　tabLe　represent 　a　change 　in　date
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Table　3．　 Frequency 　of 　complete 　bites　and 　incornplete　bites　to　coloredi 　lures　by　the　Japanese　sea 　bass　against 　dM
’
erent 　colored 　back・

　 grounds

Backg「° und
　
cQl°「

　
Bites

　
−

T ，an 、p，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Complete　　　　　　　 22

　 White ＊　　　　　 Incomplete　　　　　　4

　　　　　　　　　
．
T 。 t。1 　 　 　

．
i6

　　　　　　　　　　Complete　　　　　　　 32

　　Red＊　　　　　　　 Incomplete　　　　　　 19

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tota1　 　　 　　 　　 　 　 51

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CQmplete　　　　　　　 ll

　　Green　　　　　　　　Incomplete 　　　　　　　 7

　　　　　　　　　　羽t。1 　 　
−
　 18

． 一

　　　　　　　
’

C。mpl 。te 　 　
−
22

　　Blue ＊　　　　　　　 Incomplete　　　　　　 13

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Total　　 　 　　 　　 　　 35

　　 Total　of　incomplete　bites　　　　　　　　　　43

　 　 　 　 Column　totals　 　 　 　 　 　 　 　 130

＊

　Significant　at　O．05

　 　 　 Lure　color

W 、、，e

．
。，d

−．
。，een 　 tti。 ，

−
　

R °w 　t°tals

　28　　　　　　　12　　　　　　　　41　　　　　　　16　　　　　　　　　　119

　 6 　 　 1 　 　 8 　 　 1 　 　 ．．
20

64　 　 ／3 　 　 49 　 　 17 　 　 139

　 25　　　　　　 12　　　　　　　　7　　　　　　　19　　　　　　　　　　 95

14 　 　 1 　 　 0 　 　
0
　 　 ．『A．−

　 39　　　　　　13　　　　　　　　7　　　　　　　19　　　　　　　　　　129

　 18　　　　　　 16　　　　　　　25　　　　　　 27　　　　　　　　　　97

14 　 　 4 　 　 2 　 　 0
．　 ．

27

32 　 　 20 　 　 を7
．．
　 27 　 　 124

27 　
−

27 　
”
i
’
l　 　 g

．
　 　 99

　 6　　　 　　 4　 　　　　 11　　　　 　 0　　　　 　　　 34

　 33　　　　　　　3］　　　　　　　　25　　　　　　　　9　　　　　　　　　　133

　 40　　　　　　　10　　　　　　　　21　　　　　　　　1　　　　　　　　　　115

138 　　　　　　　77　　　　　　　108 　　　　　　　72　　　　　　　　　　525

Table　4．　Summary 　of 　the　Tukey −test　showing 　the

　 choice 　of 　color 　of 　lure　by　Japanese　sea 　bass

　 against 　different　colored 　backgrounds

榊 。温
　 　 　 　 　 　 　 Lure　color
Lurecolor

　 　 　 Transp．　 White　Red 　 Green “．ILe
　 　 　 1．3
　 　 　 L7

Whitc　 　 O．65
　 　 　 2．45
　 　 　 〔1．85

Transp．
WhiteRedGreenB

［ue

＊

＊

＊ ＊

　 　 　 2．55
　 　 　 1．95
R 巳d　　　 O、7
　 　 　 0．35
　 　 　 0．95

Transp，
WhiteRedGreenBlue

． 　  
一．
　 ；

一

＊　 　 　 　 　 ＊

　行動実験 は屋外の 自然光の 下 で ，7 時 30 分 よ り 17 時

20 分ま で の 明 る い 時間帯で 行 っ た。実験 水 槽巾央部 の

水面 ヒの 照度 は 5830〜298001x （Minolta，　T −1M で 測

定 ） で あ っ た。行 動 実 験 期 間 中 （10 月 25 日〜11月 13

日 ） は，水 槽 水 は濾過水 で 流水換水 と し，水温 は 19．O
〜21．9℃ で あ一

） た。

　 　 　 1．75
　 　 　 1．65
Bluc 　　　 1．55
　 　 　 1．25
　 　 　 0．45
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結 果

‡Signi負cant　at　o．05

地 上 で ビニ
ー

ル シ
ートを張 り替 えた 。そ れ を再 び 水槽内

に 設 置 した の ち 供 試 魚 を放 し，翌 日の 試行開始 まで 環境

に 馴致 さ せ た 。

　各背景色 に お け る異 な る色 の 擬餌 に対 す る 合計食付 き

頻度 に つ い て ．分散分析法 に よって差 を検 定 し，そ の 後

有意差 が あ る も の に つ い て は Tukey −testに よ る 多重比

較 を 行 っ た。

　試行開始 時，供試 魚 は 毎 回 中 層 の 壁 際 に 群 を形 成 して

静止 状態 に あ った が，投 入 され た 擬 餌 の 着 水 と ほ ぼ 同時

に 突 進 して 食い 付 い た 。突進す る 方向は 横か ら と，下 方

か ら上 方に向か う場 合，お よ び 沈降す る擬餌を追って 下

方 に 向か う場合 があ っ た。供試魚が E方に 向かった場 合

で も，擬餌の 位置 は常 に 色 シ
ートの 背景内 に あ る こ と

が，後の ビ デ オ解析で 確 認 され た。

　供 試 魚 は ほ とん どの 場 合 食付 き直後に 擬餌を 吐き出 し

た が，食 い 付 い た擬餌 を吐 き 出さず 続け て 他の 擬餌に 食

い 付 く場合 もあ っ た。また，吐 き 出した あ と も続け て 別

の 擬 餌 に 食 い 付 い た。吐 き 出 さ れ た 擬餌を 別 の 個 体が 食

い 付 く こ と も あ っ た。魚 に よ る 食付 きが 無 い 場 合，擬餌

は 着 水 か ら約 5 秒 で底 に到 達 し た 。供 試 魚 は 着底 した

擬 餌 に は興 味 を示 さ な か っ た。食付 き行動を 止 め た あ と

は 毎回 す べ て の 擬餌 が 回収 され，擬餌 の 飲 込 み は 無 か っ

た 。

　試彳∫は 各背景色 と も 2 日 間に わ た った 。
1 回 の 試 行 の

食付 き頻 度 は 2〜14 回，直 前 回 避頻度は 0〜4 回 で あ っ
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た。試 行毎の 頻度 は散 ら は り が 大 き く，実験 開 始 時 と 終

了 時，午前 と午後，ま た ，試行 ユ 日 目 お よび 2 日 目で

特別 な変動傾向は み ら れ な か っ た た め （Table　2），後 の

統計分析 は 繰返 し実 験 の 結 果 を背 景色 毎 に 総計 して 行 っ

た。

　Table　3 に 各背景色 に お け る 食 付 き頻度の 内訳 （完全

な食 付 き お よび 直 前 回 避） を 擬餌色 毎 に ま とめ た もの を

示 した
。 食付 き頻度総数 525 同 中 115 回 が 直 前 回 避 で

あ っ た 。背景色の み に着 目した場 合， 各背景色の 合計食

付 き頻度な らび に そ の 中 に 占め る直前回避 の 頻度に 大 き

な 差 は 無 か っ た （Table　3：Row 　totals）。 擬餌 の 色の み

に 着 目 した場合，擬餌 の 色毎の 合計 食付 き頻 度 は 白，次

い で透 明，緑 が高 か っ た （Table　3：Column　totals）。
　背景色 別 に擬餌 の 食付 き頻度 に つ い て 分散分析法 （有

意水準 0．05） で 検 定 した と こ ろ ，白，赤，青の 背景 下

で 擬餌 の 色 の 違 い に よ る 食付 き頻 度 に 有意差 が あ っ た

が，緑の 背景 で は有意 差 が な か っ た （Table　3）。

　有意 差 が あ っ た も の に つ い て は こ の 後 さ らに Tukey −

test （有 意 水 準 0．05） に よ る 多 重比 較 を 行 っ た （Table

4）。背景 が 白で は，緑 の 擬餌 は 白を 除 く他 の す べ て の

色 の 擬餌 に対 して 有意 に 高 い 食f†き頻度 を示 し，白の 擬

餌は 赤の 擬 餌 に 対 して 有意 に 高か った。背景が 赤で は，

透明の 擬餌が 赤，緑，青の 擬 餌 に 対 して ， 白の 擬餌 が

赤，緑の 擬餌に 対 して 食付 き頻度 が 有意に 高か っ た 。 背

景が 青で は ， 透明，白，赤の 擬餌が 青の 擬餌 よ り食付 き

頻 度が 有意に 高か っ た。

考 察

　実験結果は，ス ズ キ が 特定の 色 の 擬 餌 に 選択的に 食 い

付 い た が，選択 さ れ る 擬 餌の 色 は 背 累 色 に よっ て 異 な る

こ とを 明瞭に 示 し た。

　背 景 が赤 と青で 白い 擬餌 に 対す る 食付 き頻 度 が高 かっ

た が，白 い 背 景 で は緑 の 擬餌 に 対 す る 食付 き頻度 が 顕 著

に 高 くな っ た 。 背景 が赤 お よ び青 で は 白の 擬餌 が背景 に

対 し て 最大 の コ ン トラ ス トを持 ち，背景 が 白で は緑の 擬

餌が青 の 擬餌 に 次 い で コ ン トラ ス トが 大 きい （Table
1）。ま た ，Fig．2 お よ び 3 で ス ズ キ の 眼 の 分 光 感 度 の

ピー
ク で あ る 463〜494nm 付近

IG）
に 着 目す る と，反 射

率 の 差 も こ れ らの 背景 色 と擬餌色の 組合 わせの とき が 同

様 に最 も大 き い こ とか ら，供 試 魚 に は 上 記の 色の 組合 わ

せの とき に擬餌が 最 も 明瞭 に 見 え た と考 え られ る。こ れ

ら の 結果 よ り，擬餌選択 に は 擬 餌の コ ン トラ ス トが 強 く

影 響 し，供試魚は 背景色 に 対 して 視 認 し易 い 擬 餌 に高 頻

度 で 食い 付い た と解釈 され 得 る。背景色が 赤 と青の 場 合

に 同 色 の 擬 餌 で 選 択 頻 度 が 低 い こ と も，同 様に コ ソ ト ラ

ス トで 説 明 され 得 る （Table　1）。こ の こ とは，ニ ジ マ ス

が 背景 と の コ ソ トラ ス トが 高 い 着色 卵 を 多 く摂食 した と

い う Ginetz　and 　Larkinli）の 実験結 果 と矛 盾 しな い 。こ

の よ うな 実 験 結 果 か ら，Ginetz　and 　Larkin は ， 擬餌 の

誘引効果 を決 め る要因 と して 視覚的 コ ン トラス トを 強調

した。見え や す い 餌 を捕 食す る傾 向は プ ラ ン ク トン 捕 食

者 で もみ られ て い る。Stenson18）は，2種類の ユ ス リ カ

幼 生 Chabom 　s　obscuripes ，　C 勲 眈 αη S の うち C，　obscripes
の 方が 先 に食べ 尽 くされ た の は，頭 部 が黒 っ ぼ く見 え る

上 に 常 に表層に い る 同種 が ， 背景 との コ ン トラ ス トが 大

き く捕食者に 発見 され や す か っ た た め と解釈 した 。

　 本 研究で は擬餌の 選択を コ ン トラ ス トで は 説明で き な

い 実験結果 も得 られ た。透明な擬餌は 全 て の 背景色 に 対

して 見 え に くい と思 わ れ た が ，擬 餌 毎 の 総 食 付 き頻 度

（Table　3）は 白に 次 い で 高 く，背景が 赤 で は 他 の 色 よ り

顕 著 に 高頻度 で選 択 さ れ た。透 明 な物体で も，表面 に お

け る 光 反射 に よ る鏡面 反 射 効果 で 供 試 魚に 視認さ れ や す

くな る 可能性 が考 え ら れ た が ，記 録 ビ デ オ を再生精査 し

た結 果 こ の 可 能性 は 否 定 さ れ た。ま た ，透 明 な擬餌 と他

の 色 の 擬 餌 に沈降速度 な ど動 きに 違 い が あ っ た と も思 わ

れ な か っ た。

　供試魚 が透 明な 擬餌 に 高 い 食 付 き頻度 を示 した理由の

．一
つ として ，供試魚の 低 い コ ン トラ ス ト閾値 が考 え られ

る 。 Kawamura 　 and 　Shimowadai9））は 学 習実験 に よ っ て

フ ルーギ ル LePomis　macrOchin ｛／g の コ ソ トラ ス ト閾値 が

ヒ トよ り遥か に 低 い こ とを示 した。した が っ て，供試魚

は ヒ トに は 見 えに くい 透 明 な 擬餌 を 十 分視認で きた こ と

が 考 え られ る。もう
一

つ の 理 由 と して ，供試魚の 摂餌履

歴 に 起因す る 学習効 果の 口∫能 性 が 考 え られ る。通常，ス

ズ キ 稚魚の 餌料生 物 と な る ア ミ類 ，稚 エ ビ ，仔 魚 20・2】〕は

色 素 が 未沈 着 か非 常 に 少 な い た め 透 明 あ るい は 半 透 明 で

あ り，成 長 初期 の 摂 餌 に よって 透 明 の 物体に 興味を 示 す

よ うに な っ た 学 習効 果 の 可 能性 で あ る 。 鹿児島県下で は

透 明 な ビ ニ
ー

ル シ
ー

ト片 で 作 った 擬餌 を 用 い た ヨ コ ワ

ThunnUS 　thynnUS の 曳 き縄漁が 行わ れ て い る こ とか ら，
こ の 可能性 は無視 で きな い 。

　数種 の 異 な る 色 を刺激 と して 同時 に 与 え た 場合，供試

動物 が好 む色 を高頻度 で選 択 す る と期待 した が，本実験

で は ス ズ キ が普遍的 に選択 す る色 を 見 つ け る こ とが で き

な か っ た。魚類以外の 動物 に つ い て ，鳥類 で は ダ チ ョ ウ

Struthio　 camelus の 雛，22 丿 コ リ ン ウ ズ ラ Colinus　virginia −

nus を 用 い た 実 験や ，23）爬虫類 で は カ リ フ ォ ル ニ ア 湾 の

島固有種 の トカ ゲ 毋 α ρα伽 爾 ，24〕
両 生 類 で は イ モ リ

NotoPhthalmusη溺 鹿 sc6 鬻 viridescens 　，　25）昆 虫類 で は 害

虫 の Delin　radic；〃m （L．）や ，　26i　Franleliniella　occidentalis

に つ い て 行動学的見地 か ら色の 選択性 に つ い て の 実 験 が

行 わ れ て い る が，27
−32： い ず れの 実 験結果 も 色嗜好性 の 有

無 を 示 す もの と言 え る もの で は な い こ とか ら ， こ の よ う

な 実験方法で は 魚の 好む 色 を 見 つ け る こ とが で き な い と

考 え られ る。

　 本 実験結果 よ り，
ス ズキ が 選択す る擬餌の 色は 背景色
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に よ っ て 異 な り，選択 に 際 して は コ ン ト ラ ス トが 重 要 で

あ る と言 え る。また，透明擬餌は 背景 に 関係 な く高頻度

に選 択 され，餌料生物 と見間違 え や す い こ とが 原 因 で あ

る可 能性 が 高 い と考 え られ る 。 摂餌 行 動 を誘 発す る背景

色 と擬餌色 の 普遍的 な組 み合 わせ は 見出せ な か っ た が ，

供試 魚 が背 景 色 に よっ て特定の 色 の 擬餌 を 高頻 度 で選 択

した こ と よ り，特定 の 水色 に お け る効 果 的 な擬 餌 の色 を

．見つ け る こ とは 可能 で あろ う。
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